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タを天文広報普及に利用する環境が整
えられた。そこで、まず企画したのが、
ひので画像の威力を最大限に生かすた
めの、DVDの作成であった。限られた
予算の中で有効な効果を引きだすには
どうしたらよいか。議論を重ねた結果、
DVDのターゲットは一般ではなく、科
学成果を一般の人にわかりやすく解説す
る、いわば翻訳者の役割を務める社会教
育施設職員とした。
それにともなって、DVDの内容は、

科学成果の翻訳者たちが簡単に利用する
ことができる「ひので」衛星およびその
観測データの紹介ビデオと、解説に役立
つ資料を入れた DVDとなった。DVD
の詳しい制作過程＊5 と上映された社会
教育施設でのアンケート結果＊6 は、『国
立天文台報』に報告されているので、そ

ちらを参照してほしい。
　1枚目の DVD「ひのでが見た太陽」
（図 3）は 2008 年 3 月にリリースし、国
内の社会教育施設に配布するとともに、
英語版が国際プラネタリウム協会の会報
に添付され世界中に広まっている。2009
年 5 月には、2枚目の DVD「太陽のな
ぞに迫る」（図 4）をリリースした。2枚
目の DVDは、「ひので」データを使っ
て太陽の各現象を解説するショートムー
ビーが複数収めてあり、小中高校の理
科教員を対象にした Science Window誌
（科学技術振興機構発行）に同梱され、約 4
万部が配布されている。さらにこの夏
には、社会教育施設などでのDVD上映
キャンペーンを行い、全国の約 30 の施
設でDVDの上映が行われている。
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　科学技術の進展と教育レベルの向上に伴って、市民の科学への
関心は高まってきている。ところが従来、研究機関が行ってきた
教育普及活動では、いくら先駆的な科学成果であったとしても、
専門的知識がないと、その価値が一般の人には伝わらなかった。
一般の人たちは、科学雑誌やテレビの科学番組を通して最新の科
学成果を知るしかなかったのだ。ごく最近になって、一般向けの
さまざまな形の教育普及活動が試みられるようになった。その一
つが、私たちの活動する PAONETひのでデータ活用ワーキング

グループである。
　PAONETは、天体観測で得られる画像を参加施設で共有し、
展示や普及活動へ利用することを目的として1995年に発足した。
全国の科学館、博物館、公共天文台、研究機関、希望する学校団
体からなり、現在は百数十の団体が参加している。研究機関での
広報普及活動は、研究費の予算を得て、一般向けのビデオやウェ
ブの制作を外注し、頒布や公開をしている。それに対し、私たち
は有志で集まったグループで独自に教育普及向けのコンテンツを

制作している。この活動スタイルにはメリットがいくつかある。
　一つは、研究者と教育普及者との間の交流が図れることであ
る。これによって、研究者は市民へ向けた教育普及活動の実情を
知り、広報普及活動において何が重要なのかを理解することがで
きる。一方、教育普及者は、科学研究の最先端に触れて自身の知
識向上を促し、その結果を直接あるいは間接的に日々の普及活動
へ反映させることができる。
　もう一つのメリットは、コンテンツの作成を共同して行うこと
ができることである。社会教育施設では、展示物の制作や市民へ
の“お話”に使う画像や動画を自前で制作している。同じような
ことをあちこちで進めるよりは、その活動をシェアするようにす
れば、制作物の完成度を向上させ、かつ制作時間も短縮できるだ
ろう。このような活動のシェアリングを行うには、各地の担当者
が定期的に集まるための旅費を捻出しなけらばならず、また出版
物等の制作費用も必要になる。PAONETひのでデータ活用ワー

キンググループの活動は、国立天文台共同研究費やひので科学プ
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今年 7月 22日の日食では、全国各地で
観察イベントが開かれた。日食フィー
バーを機会に太陽への関心も高まった
（西はりま天文台公園）。

下条圭美（しもじょう・ますみ）
唯一動きが見られる天体である太陽に興味
を持ち、「ようこう」の X線データ解析を
スタートとして太陽研究の道へ進んで 16
年が経過。プラズマと磁場の相互作用に翻
弄されながら、太陽大気中の爆発現象を研
究している。近年は、「ひので」の広報普
及活動の場に足を踏み入れたものの、勝手
がわからず苦戦中。

ロジェクトからの助成金でサポートされてきた。
　私たちが制作した「ひので」DVDは、全国の小中高校・科学
館・博物館へ配布されている。その頒布にあたっては、目に見え
ない苦労もあった。音楽や画像の著作権等の問題から、有料施設
内での上映を禁止しているものがあったからである。できるだけ
多くの人に見てほしいと、私たちは著作権問題を解決し、有料施
設内でも上映可能なコンテンツとした。私の勤める西はりま天文
台公園でも、常時 DVD中のビデオコンテンツを上映している。

広報普及部門に映像の専門家を

ここまで話してきたように、ひので衛
星の広報普及活動は、プロジェクトの研
究者と教育普及者の協力により、非常に
効率よく推進されている。このような協
力体制を築くためには、プロジェクト側
に大学院レベルの教育を受け、なおかつ
広報普及活動に理解と情熱を傾けられる
人材が必須である。国立天文台ひので科
学プロジェクトでは、この条件を満たす
職員 1名が、プレスリリースのための研
究者支援・工程管理・広報用画像作成・
PAONETとの共同作業等などあらゆる
事項を担当し、効果的な広報普及活動を
行っている。プロジェクトに特化した広
報普及担当の配置は、すばる観測所等で
も行われ成果を上げている。

「ひので」の広報普及活動の特徴とし
て、広報普及担当者が動画の扱いにも
精通しており、動画編集等の作業を内
製することが可能となり、内容の科学的
正確さの向上や広報普及の現場で利用
しやすい動画の作成などの質的向上だけ
でなく、非常に低コストでDVD作成を
行うことができた。また、TVなど映像
メディアからの依頼も頻繁で、適切な
フォーマットでコンテンツを配布するこ
とができている。
岡本さんの記事（11ページ）にあるよ
うに、太陽のダイナミックな現象を理解
する上で動画は重要で、他の研究分野で
も今後動画は非常に強力なツールとなっ
ていくだろうが、CGスタジオを内部に
設置している NASAとはまだ大きな差
がある。巨額の費用のかかるプロジェク

特に週末には、モニターの前でナレーションに聞き入る熱心な見
学者が絶えることがない。
日本には世界へ誇れるほど多くの社会教育施設がある。われ

われが PAONETひのでデータ活用ワーキンググループを母体に

行ったような、研究機関の研究者と社会教育施設の教育普及者が
協力して一つの教材を作るスタイルが確立できれば、世界をリー
ドする科学教育の普及ができると考えている。

トを実施するには、一般の方々の研究に
対する理解が今まで以上に必要となっ
ており、映像の利用も考慮した広報普及
活動へのリソースの配分が必要と思われ
る。




